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鹿児島市ＡＩオンデマンド交通実証実験 事業計画（案）について 

（道路運送法第２１条許可申請関係） 

 

 

 １．目的 

  本市では、公共交通不便地における日常生活の交通手段を確保するため運行している「あいばす」につ

いて、利用者数が少ないなどの課題があることから、ＡＩ技術による最適な運行ルートの選択、配車を行

う乗合輸送サービスを有したオンデマンド交通の実証実験を行い、地域の実情に応じた新たな交通手段の

導入可能性について検証するもの。 

 

２．運行計画（案） 

 ⑴ 事業名 

   予約型乗合交通「チョイソコかごしま」 

 ⑵ 事業形態 

   道路運送法第２１条による実証実験 

 ⑶ 運行形態 

   区域運行 

 ⑷ 運行事業者 

   鹿児島第一交通株式会社 

 ⑸ システム運用 

   本実験におけるＡＩオンデマンド交通システム運用は、トヨタカローラ鹿児島株式会社が行う。 

 ⑹ 運行方法 

   ミーティングポイント（以下、「ＭＰ」という）方式とし、公共交通不便地内ＭＰと目的地ＭＰ間の

移動又は公共交通不便地内ＭＰ間の移動を対象とする。運行経路は、ＡＩ技術により指示された運行経

路等とし、予約があったＭＰ間を運行する。運行便数は予約に応じて運行し、設定しない。 

 ⑺ 運行車両 

   特定大型車（ハイエース）（乗車定員８名 ※運転手除く。） 

   ※折りたたみ式車いすでの乗車が可能（乗車の際には介助者の同乗が必要） 

  【車両イメージ】 

   ・外観                  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ・内観 
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 ⑻ 運行区域・ＭＰ 

  ① 運行区域：谷山地域あいばす運行エリア周辺 

  ② ＭＰ 

   ・公共交通不便地内：現在のあいばすバス停に加え、周辺の住居の状況や地域の要望を踏まえ設定 

   ・目的地：現在のあいばすバス停に加え、慈眼寺駅や生活利便施設等を設定 

 【運行区域及びＭＰ設置箇所図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ＭＰは、関係者等との協議により一部変更となる可能性あり。 

  ※ＭＰの詳細はＰ４～６参照 

 

 【ＭＰのイメージ】 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑼ 運行期間 

   令和５年１１月２０日～同６年１月３１日（ただし、１２月３１日～１月３日を除く。） 
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 ⑽ 運行日及び運行時間 

  ・ 運行日  月曜日～土曜日 

  ・ 運行時間 ９時～１７時 

 ⑾ 乗車受付方法（事前の会員登録が必要） 

  〇コールセンターへの電話又はインターネットで受付 

   ・電話予約受付：８時～１７時 

   ・インターネット予約受付：２４時間受付 

   ・予約可能期間：利用希望日の２週間前～利用希望日時の３０分前まで 

  【インターネット予約受付画面イメージ】 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑿ 運賃 

   無料（利用者の負担なし） 

 

 ⒀ その他 

   実証実験期間中も「あいばす」は運行を継続する。 

 

３．実証実験スケジュール 

   

  

 

 
ログイン後、乗車場所、降車場所、利用日時、利用

人数等を入力すると受付候補が表示される。 

※インターネット予約受付画面は開発中のため変更

となる可能性あり。 

地元町内会
（５町内会）

３月

AIオンデマンド交通
実証実験

（システム）

AIオンデマンド交通
実証実験

（運行業務）

項目
Ｒ５年度

Ｒ６年度
１０月 １１月 １２月 １月 ２月

実証実験の準備作業 実証実験(11/20～1/31)

【町内会へ】

利用方法説明・

利用登録サポート

【利用促進】

・アンケート調査

・市広報紙掲載

・市ＳＮＳによる広報 など

運行業務

・車両及び乗務員の確保等

・道路運送法第21条の手続き

実証実験結果の分析・

６年度実験計画の策定等



4 

 

【参考１】ＭＰ詳細図（公共交通不便地：大久保町内会、旧大脇原町内会、木屋宇都町内会） 
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【参考２】ＭＰ詳細図（公共交通不便地：玉利町内会、笠松町内会） 
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【参考３】ＭＰ詳細図（目的地） 
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【参考４】公共交通不便地における持続可能な交通手段調査検討事業 

 ⑴ 事業の目的 

公共交通不便地における日常生活の交通手段を確保するため運行しているコミュニティバス「あい

ばす」等について、利用者数の少ない便があるなど課題等があることから、地域の実情に合わせた持

続可能な交通手段となるよう調査検討を行う。 

 

  ≪事業のイメージ≫ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【公共交通不便地における持続可能な交通手段調査検討事業】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑵ 事業全体スケジュール 

   

年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 

業務 

内容 

 

 

 

・ＡＩオンデマンド交通実証実

験(無償) 

・バスロケデータ等を活用した

利用者の移動特性等の分析 

・利用者アンケート調査 など 

 

 

 

・ＡＩオンデマンド交通実証実験

（有償） 

・公共交通不便地の住民のニーズ

把握 

・前年度の調査結果等を踏まえた

交通手段の見直し方針（素案）

の作成 など 

 

 

 

・基礎調査結果等を踏ま

えた見直し方針の策定

など 

 

 

 

ＡＩオンデマンド交通実証実験 利用状況等の基礎調査（バスロケデータ等活用） 

〔検討体制〕 

「鹿児島市公共交通不便地における持続可能な交通手段調査検討会」 

 

【運行地域（１１地域）】 ①吉野 ②谷山 ③喜入 ④伊敷東部 ⑤伊敷西部 ⑥谷山北部 

⑦谷山南部 ⑧吉田 ⑨松元 ⑩郡山 ⑪小原 

【あいばすの課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用者数が少ない 

運転者不足 車両の老朽化 ルートの長大化 

1人当たりの補助金額が高い 

地域の実情に合わせた持続可能な交通手段への見直し 

「公共交通不便地における持続可能な交通手段調査検討会」等による調査検討・協議 


